
子どものSOSを受けとめる体制づくりー不登校児童生徒支援の観点からー 大阪府教育庁市町村教育室
小中学校課生徒指導グループ

不登校は取り巻く環境によっては、どの児童生徒にも起こり得るものです。不登校に至る要因は多岐に
わたると考えられ、その予防・支援にあたっては、児童生徒が発するSOSを教職員が多面的に把握する必
要があります。そのためには、教職員個人の気づきだけでなく、学校全体で気づき、支える仕組みが必要で
す。
本分科会では児童生徒のSOSの受けとめ方とその支援について、学校・教育支援センターの実践をお
伝えするとともに、専門家・参加される方々の意見も交えながら、子どものSOSを受けとめる体制づくりにつ
いて考えていきます。

子どものSOSの受けとめ方、考えてみませんか？
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実 践 報 告

子どものSOSを受けとめる
～不登校児童生徒支援の現場から～

小中学校、教育支援センターより 関西外国語大学 教授 新井 肇
（「生徒指導提要の改訂に関する協力者会議」副座長）

一人の気づきをチームの支援へ

気になる変化

児童生徒理解
＝客観的理解（情報の多角的分析）＋共感的理解（子どもの声や思いに寄り添う）
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